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無名だったSusanWarner(1819-1885)の手による7hemdq mdeI物rldという作品

は､1850年に出版され､むこう10年間に､聖書､肋cJe乃∽,∫αbi〃(1852)に

次ぐ､ベストセラーとなった｡1当時の女性作家によくみられる理由だが､Wamer

も又､生活のために筆をとった｡だが､Harriet BeecherStowe同様､彼女は自分の
作品が小説とみなされるよりは､教訓書の類と考えられることを好み､自身､作品

を単に"stodes"と呼んだと伝えられる｡2

乃e耶dち耶血I物rJdでは､一人の少女がみなしごとなるが､周囲の人々の導き

もあり､立派なクリスチャンの女性に成長する過程が措かれている｡この作品がよ

く読まれた理由を分析する際､Warnerが社会的に圧迫されている読者_それは主と

して中産階級の白人女性であったが一に､逆境に置かれながらそれに立ち向かうヒ

ロイン､EllenMontgomeryの姿を通し慰めや勇気を与えたこと､又､信仰の力を得

て自分の置かれた困難な状況にいかに受け身に対処していくかを示したから､といっ

た点が挙げられる｡3実際､Wamer 自身､後年には自宅で陸軍士官学校の生徒を対

象に毎週日曜学校を開き､神の道に生きた模範的なクリスチャンであり､乃e椚dち

耶de勒′〟以外にも教訓調の諸作品を残し､｢教訓書の作者｣という堅苦しいイメー

ジにあまりにもよく当てはまった人物に見られがちである｡だが作品を細かく検討

すると､そうした読者､特に女性読者を導いた､聖人君子的教訓小説作家以外の面

も見らるように思われる｡そこで本稿では､そうした作者の既存のイメージ以外の

側面に着目しながら代表作の乃e耶de,耶de勒rJdを考察したい｡

I

Wamerは乃e耶de,耶de沖br〟を書くにあたり､実人生に取材している部分が多

いが､その一番の典型は､おそらく､作品冒頭でヒロインの父が訴訟に負けたとい

う件であろう｡作者は著名な弁護士を父に持ち､9歳の時に母を亡くしたとはいえ､

父方の叔母に母代わりをしてもらい､妹 Anna と柚こニューヨーク巾で硲福な性情

を送った｡しかし1837年､Warner18歳の時に､恐慌で父が破産した後は､一

家は経済的困窮に悩まされるようになる｡ニューヨーク市にある邸宅､家財を売り

払い､一一家はハドソン川を遡りウェストポイントにあるConstitutionIslandという川

中島に移り住む｡だが､父は､その近くの土地の排水をめぐり裁判沙汰に巻き込ま

れ敗訴､一家は一層貧しくなっていく｡賛沢だったWamer姉妹も､質素な生活を余
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儀なくされ､ついに1848年､家計が逼迫し､又､叔母の勧めもあり､Wamerは

筆を取るに至った｡そして生まれた作品のヒロイン､薄幸のエレンの姿に､作者白

身の姿を重ねてみることは難くない｡

物語の中で､ニューヨークに居た頃エレンは､多岐に渡る学科を勉強していたこ

とが記されている｡Fortune伯母の元で学校に通えないなら独学で勉強を続けようと

思い立つところだが､その場面ではフランス語､英語､歴史､算数､地理の教科書

をエレンが取り出す｡4 その他にも､本人はイタリア語､ラテン語､音楽､化学､

生物を勉強したいと伯母に告げている｡一方､伯母が"itdoesn,tdoforwomentobe

bookworms."(140)と馬鹿にするように､エレンは家事､手仕事では無能ぶりを披露

し､皿洗いやベットメーキングのやり方から教えなければならない有り様である｡

とはいえ､これは作者の少女時代を写したものだといえる｡Wa皿erの父は弁護士そ

して不動産投機家として成功していたので､流行の邸へと次々移り住み､子供達に

は家庭教師をつけて先のような教養を身につけさせた｡召使いがいたので､子供達

は家事や身の周りのことに煩わされる必要もなかった｡少女時代の1830年代､

Wamer姉妹は､ニューヨーク郊外､Canaanにある祖父が建て､父も育った大きな農

家で幾夏かを祖父と過ごした｡Canaanは本質的にニューイングランドの村であり､

この地が後､乃e耶dち椚deI物rJdをや他の作品の舞台となるわけだが､5 子供の

頃Susanは夏の田舎の訪問を好まなかったという｡妹に語ったところによると:

PaStthemany,manyStaCksofboardsandlumberpiledalongthewharves,POOr-looking

men,andpoor-lookingboys,andsad-lookingdwe11ingplaces-Ohthecity,-andthe

Suburbs of the city-they are not pleasant,Annie･Ifelt asIwalked slowlyup

BroadwaythatIhadleftthebestpartoftheworldbehindme･6

少女時代よりWa皿erは読書家で､田舎に行った折も本の世界に閉じこもりがちであっ

た｡自然よりも空想の世界を､そして､都会での社交生活の方を好んだのであり､

1841年の祖父の死後､姉妹はもはやCanaanを訪れなくなった｡

このような体験は乃e耶dち耶de仲brJdの序盤､エレンの生活環境の変化に見出

される｡ニューヨーク市でのホテル住まいで母の加減が悪いということ以外特に目

立った不満のない､むしろ､母と二人きりで存分な愛情を注がれ､強い辞で結ばれ

たエレンは幸せな日々を送っているといえる｡だが､母の病気に加え､父の敗訴の

ために､両親はヨーロッパへ引っ越さねばならなくなる｡この突然の不可抗力によ

りエレンはニューヨークから遥か離れた山のふもとにあるニューイングランドの田

舎町に､父方の伯母と暮らすために､大変不本意ながら送られる｡この都市から田

舎への移動については､エレンの母の"Youhaveneverlivedinthecountry;Ithinkyou

willenjoyitverymuch."(22)という楽観的勧め､そして"averypleasantplace""the

countryisbeautiful,andveryhealthy,andfu1lofcharmingwalksandrides."(22)という父

の宣伝にもかかわらず､エレンは当初田舎暮らしを好まない｡確かに自然は美しい
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が､朝起きて戸外で洗顔しなくてはいけない不便､油断すれば溝に落ち服を汚すし､

白いしゃれた都会的な靴下は非実用的､汚れが目立つとして伯母に灰色に染められ

てしまい､エレンのそれまでの生活とは全く勝手が異なってくる｡加えて､そこの

住人にもなかなか馴染めない｡まず伯母のFortuneEmersonは粗野で厳しいし､出入

りの農夫Van Bruntは親切であるにもかかわらずその口下手故にヒロインに人柄の

良さが伝わらず､例えば使用人なのに食事を同席することをエレンに快く思われな

かったりする｡ここには､エレンの｢お上品な｣中産階級的意識と関連して､都会っ

子が初めて田舎を訪れた際に見られる､一種のカルチャー･ショックが描かれてお

り､エレンの異文化不適応の様子が示される｡同時に､これは作者の実体験に基づ

くと考えられ､子供時代､作者がいかに田舎の生活に順応できなかったかが伺える｡

田舎嫌い､特にニューイングランドの田舎とそこに住む人々への偏見は後に和らぎ

はするが､完全に消え去るものでもなかった､とWamerの研究書でEdward Halsey

Fosterは指摘している｡7

しかしながら､作品を読む限りエレンの田舎に対する始めの嫌悪感は好感に取っ

て変わられる印象がある｡顕著な例はスコットランドへ行った後に見られる｡新た

な保護者のLindsay家は貴族の末商であり､その暮らしぶりは賛沢で､家事から解

放され家庭教師に勉強を習うといったエレンの好きだったはずの生活が再び繰り広

げられる｡加えてエディンバラ市内をドライブすればアメリカにはないような歴史

的建築物を眺める楽しみもできた｡新しい家族はエレンをペットのように可愛がる｡

こうしてみるとエレンは一度失ったものを再び手に入れたと考えられる｡それらは

都会での｢お上品な｣生活､家族､物質的豊かさ､愛情といったものだ｡だが意外

なことに､エレンばエディンバラでの生活よりも夏の聞過ごす､th?Braesというリ

ンゼイ家の別荘での生活が好きだった｡というのも､その地が､Fortune伯母達と暮

らしたCarra-Carraを思い起こさせるからだ｡Warnerは次の様に書いている｡"Ellen

likeditthere[theBraes]muchbetterthaninthecity;therewasmorethatremindedherofold

times."(555)又､作品結末部分で作者が暗示しているように､エレンは外国での貴

族的な生活ではなく､アメリカのHumphreys家の元へ戻ることを選ぶ｡どこにとは

明示されていないが､おそらく､CarTa-Carra村かその周辺､つまり､アメリカの田

舎に進んで帰るのである｡都市が発達したヨーロッパ全体を都会とみなすならば､

1850年には依然農業国であったアメリカは田舎と考えられ､この意味でも､エ

レンは田舎を永住の地として選んでいるわけであり､もはや､都市生活､都会への

未練･愛着がなくなったように思われる｡

この変化は何を意味するのだろう?まず考えられることとして､エレンは Ca汀a一

也rra村で牧師のHumphreys一家に出会い､第二の家庭ができたから､つまりハン

フリー家のある所ならどんな所でも幸せに感じられるようになる､ということと､

牧師の二人の子供達､AliceとJohnHumphreysの影響を受け､エレンが聖書の教え

に忠実になり､信仰の自由が保証される限り､生活環境にこだわらなくなったこと

が挙げられるび･換言すれば､よき隣人との出会い､それに伴うヒロインの内面の変



化ということだ｡もっとも､興味深いことには､Warnerは作品で始めから都会をむ

しろ否定的にそして田舎を肯定的に措いている｡例えば､第二章で描かれる都市の

風景は､次の通りである｡

Ellenopenedthewindow･Therainwasover;thelovelylightofafairSeptember

momlngWaSbeautifyingeverythingit shoneupon･Ellen had beenaccustomedto

amuSeherself agooddealatthiswindow,thoughnothingwastobeseenfromitbut

anuglycltyPrOSPeCtOfbackwallsofhouses,withtheyardsbelong!ngtOthem,anda

'bitofnarrowstreet･･･theywerefbrthemostpartdingy,dirty,anddisagreeable,-WOm-

en,Children,houses,andall･.･･･(16)

続いて､自然描写がある｡

‥･tumingawayhereyes,Sheliftedthemtothebrightskyaboveherhead,andgazed

intoitscleardepthofbluetillshealmostforgotthattherewassuchathingasaclty皿

･theworld･Littlewhitecloudswerechasingacrossit,drivenbythe打eshwindthat

WaSblowlngaWayEllen,shairfromherface,andcoolingherhotcheeks･Thatwind

COuldnothavebeenlonglnCOmlngfromtheplaceofwoodsandnowers,it･WaSSO

SWeetSti11(16).

窓から見える家々の裏側や狭い路地は(i.e.都市)､何もかもを美しく見せている朝

の陽光､晴れた空､その澄んだ青の色など(i.e.自然)とは対照的に示される｡都会

的な生活様式を好んでいるはずのエレンだが､都市の風景には胸が悪くなるとされ

ている0("Shecouldnotbeartolookatthem;Shefeltasifitmadehersick.,,16)注意すべ

きは､自然､特に天空が｢神｣と関連づけられており､エレンにとって折々精神的

救いの役割を果たす｡

そして､子供の視点から見た都市における危うさも示唆される｡都市文化の象徴

ともいえる百貨店のような大きな専門店は､客で混雑しており､店にいる誰もが概

ね各人の用事で忙しいので､子供一人で買い物に行こうものならなかなか相手にし

てくれない｡相手にしても､エレンの場合同様､子供などぞんざいに扱われること

が多いだろう｡都市には､特に子供が単独行動を取るには様々な危険があるが､百

貨店もその一例として挙げられている｡

印象的なことは､物事を公平に判断するアリスですら､都会暮らししかしてこな

いエレンを憐れんで､田舎住まいをひいきしてみせる｡アリスはエレンの年頃に珍

しい石や虫の抜け殻､蝶の羽､変わった鳥の巣などを喜んで集めたものだと語り､

エレンにそういった類の物が好きではないのか尋ねると､エレンは｢分からない｣

と答える｡自然に触れずに育ったと知り､"PoorChild!Thenyouhavebeenshutupto

brickwa11sandpaving-StOneSa11yourlife?"(163)と驚き同情してみせる｡そしてすぐに､
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りButnowyouhaveseenalittleofthecountry,-don,tyouthinkyoushalllikeitbetter?け

(163)と田舎の方が好ましい所だとエレンに同意を求めてみせる｡勿論アリスを慕う

エレンは"oh,agreatdealbetter!"とアリスの期待通りに答えている｡(163)この返答

にはrightかwrongかとうるさいアリスも､"Aいhat,sright.Iamsureyouwi11."と満

足気である｡(163)アリス･ハンフリーはエレンの母､ジョンと並んで､ヒロイン

を道徳的に正しい道に導く重要キャラククーであり､敬度なアリス自身､欠点がな

く人々に愛され､エレンも見習ったらよいような模範的な人物として措かれている｡

そのアリスをして｢田舎の方が都会より良い｣と語らせることは作品全体の声明と

とれなくもない｡作品に出てくる数々の教訓､特にキリスト教の理念はWarnerが正

しいと信じて書いているものだ｡それならば､都会派だったWamerの｢田舎｣を肯

定する態度に偽りはないのだろうか?田舎志向になった云レンの変化はWar｡｡rの変

化を反映するものなのか?

伝記的事実を見ると､作者の都会の受けとめ方への変化は確かに伺える｡乃e

耶東研de仲brJdが出版される頃の逸話に､Wa皿erがニューヨークにある出版社の

社長､Putnam氏の自宅に招かれた際､招く側と招かれる側の間に大きな社会的地位

の開きがあり､きまりの悪い思いをしたということがある｡8 そのちょうど約10

年前にWamer一家は破産のため社交界から姿を消し､以後食べていくのにやっとで､

ニューヨークに出かけることはおろか､社交界の片鱗を覗くことすらめったになかっ

た｡従って､WamerがPutnam宅で､自分がどれ程野暮に見えるか身にしみて感じ

たのである｡いたたまれなくなったWarnerは予定より早く帰ることにした｡そこで

育ち､愛着を感じていた都市ではあったが､一度経済競争に放れた者にはもはや住

みよい所ではなくなる｡勿論､都市での生活レベルは上から下まで幅広いので､レ

ベルを下げることで居所を確保できはするが､一度､｢お上品な｣生活を味わった

者にとって､都市に残るのは物質的にも精神的にもつらいことであろう｡9 都市生

活･文化の享受ができるか否かは､経済力の有無にかかっているわけで､父破産か

ら乃肥椚de,耶deI物rJdが書かれる10年間に､おそらくWamerはこの冷厳な事実

を身を以て学ぶに至り､初めて自分が受け入れていた価値観を見直さざるをえなく

なったのではないか｡そのことが田舎の評価に直ちにつながるとは断言できないが､

少なくとも作品に見られる田舎をめぐるWa皿erの変化を説明できるといえよう｡即

ち､｢都会｣という価値観を絶対視しなくなったということ､又､代替の価値観と

して｢田舎｣をある程度容認するようになったということだ｡

ある程度といったのには訳がある｡現在入手できるFeminist Pressからでている

乃e耶dち椚de仲brJdのテクストには､未発表の一章が付いてくるのだが､この一章

を読むとWarnerの都市生活への未練が窺えるからである｡同様な指摘はJaneTomp-

kinsが同書の後書きで記しているので詳細は省くが､10 主要な点を挙げると､エレ

ンが成人してアメリカに帰国したところから始まる物語の続編にあたるこの章では､

Johnの妻となったエレンは"oneofourpleasantest,thoughnotoneofourlargestcities"

(571)と､アメリカの都市の一つにやって釆たとされている｡新しい家は､Carra-
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払汀a村にいた時の牧師館を再現したかのようで､なつかしい家具､調度品が運び込

まれている｡家の中は美しく､行き届いており､理想的になっている｡エレンは個

室を与えられ､家計を任される｡家の内装を前と同じにしたこと､そして､エレン

はもとより､牧師､ジョン､お手伝い､措といったなじみの顔ぶれが揃ったことで､

田舎にいた時ハンフリー家に見出された現世の楽園的世界が､都市においても再現

されている｡換言すれば､仙人達のようなハンフリーー家が到来すれば都市にも理

想郷は創り出しうるし､そこにエレンを住まわせることで､作者は再び都会に住ん

でかつての生活を取り戻したい､という自分の叶わなかった夢を叶えたとみること

ができる｡

この未発表の章を読む限り､結局Wa皿erは田舎を否定はしなかったが､生涯受け

入れられなかったのではないだろうかと思わせる｡公にはエレンの様に己の道徳的

欠点を克服し､アメリカであろうとヨーロッパであろうとどこにいても｢正しい｣

神の僕としての道を歩むよう､作者は乃e椚dち椚de勒rJdで説いているように思

われるが､先のような点を考慮すると､Wamerの世俗的な欲求を捨てきれなかった

部分が浮かび上がってくるといえる｡確かに､乃e椚dち耶鹿勒rJdを書いた時点

で作者は20代の終わりであり､悟りを開くには未だ若いともいえよう｡もっとも､

恐慌の起こる前年の1836年に､父が家の近くにあったMercerStreetPresbyterian

Churchという長老派の教会に入信した際､生涯影響を与えることになるSkinner牧

師と出会い､Wamer姉妹も信仰に熱意を持って身を捧げるようになる｡信仰は一家

が経済的に没落した後も､個人の存在意義を見出させてくれるかけがえのない精神

的な支えであった｡11そして牧師の説く福音主義は､聖書を学び､神の御心を理

解し､神の意志に従うことを要求した｡同時に､信仰は一日にしてならず､人は一

生かけてクリスチャンになるのだと考えた｡この意味では､若いWam｡rもエレンの

ように立派なクリスチャンになることを目指して内心苦戦していたと思われる｡エ

レンのクリスチャンへの旅路はWamer自身のクリスチャンへの旅路でもあったろう｡

というのは､今まで触れてきたような都会から田舎へ､そして都会へという志向の

揺れ､特に未発表原稿が示すあまりにも出来すぎの結末が､現世的欲求を克服し神

の道に生きようとしながらも内なる欲求に勝てないという作者自身の葛藤を垣間見

せてしまうからだ｡12

Ⅲ

未発表部分を除いても､作者の俗人が聖人を目指そうとする葛藤は作品にも表れ

ているように思う｡それは､田舎が良いと言いながらも､おそらく本当は自分の主

張を100%肯定していないような無意識のなせる技かもしれない｡その結果､作

品の中でどこか無理が生じ､歪みが表れるように思われるのだ｡その歪みは､作中

措かれる｢家庭｣に観察されるといえる｡

作品には､.疑似家族は多数出てくるが､両親と子供がいて､平穏で愛情に満ちた

家庭はほとんど描かれない｡家庭にはいつも誰か､或いは何かが欠けているのだ｡
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主要な登場人物を見てみよう｡例えば､Montgomery家では母親の生前にも､父親の

存在感は薄い｡母娘の仲が非常に親密なだけに､父の娘への愛情の希薄さが目立つ｡

最終的には父も亡くなり､Montgomery一家自体はエレンが子供のうちに消滅して

しまうといえる｡Fortune伯母に関しては､母親も生きており､結局VanBrunt氏と

家庭を構えるが､この結婚は愛情に基づくというよりは農場の経営が絡む文字通り

ビジネスライクな契約である｡Marshman家では､大勢の登場人物が現れ､クリスマ

スや新年といった家族ぐるみの行事が描かれるが､ここでは風俗並びにエレンの精

神的成長を描くために場を設けた感が強く､主人Marshman氏と娘達､孫娘には光

が照てられるが､娘達の夫は陰薄く､人は数多いが家庭という印象があまり残らな

い｡山の上に住み､皆に尊敬されアリスも頼る理想的とされる女性､Mrs.Vawseは､

身内は孫ナンシーのみがいるが特別親密ではなく､独立した個といえよう｡そして､

Lindsay家では､夫妻がエレンを養女に迎え､祖母も交えて家庭らしい家庭を築くか

と思いきや､義母はエレンをさして好かず､祖母･義父は彼女を溺愛する｡健全な

家庭とは決していえないのである｡

こうしてみると､唯一理想的な家庭はハンフリ†家に見出される｡正確に言えば､

エレンがジョンと結婚して築く家庭にその理想的姿が実現することが期待されるの

である｡というのは､始めに一家が登場する段階でハンフリー夫人(母)は亡く､

聖職に就くべく勉学中のジョンは不在である｡そしてアリスも病死し､ジョンが戻

り､一家に引き取られたエレンがアリスの代理を物理的･精神的に果たせるように

なる頃､エレンも又親類のいるスコットランドへ去らなくてはならない｡エレンが

成人してジョン達の元に帰る時､ようやく家庭が成立するのである｡だが､この家

庭も何かネ自然なもゐを感じさせるのだ｡何故ならエレンとジョンの関係は年齢の
差もあるが､子供一保護者のそれであり､作品最終章､並びに､未発表の章を読ん

でも､二人の関係は対等になるどころか､依然妻一夫の名を借りた子供一保護者の

主従関係とみなせる｡例をあげれば､エレンは結婚した後も､何かささいなことを

決める時にすらジョンの指示を待つのだ｡再会の喜びに加え､エレンがジョンの妻

になったと知り感涙にむせぶお手伝いのMargeryの気持ちを鎮めたく後を追う時で

すら次の通りだ｡"【Margery]threwherapronoverherfaceandhurriedofftoherown

premises;WhitherEllenaf(eronelookatJolmimmediatelyfbllowedher"(573).金銭管理
を任されるにあたっても､分からない､解決できないことはそれまで通りジョンに

助けてもらうことにする｡二人の次の会話がその関係を決定的に示しているといえ

よう｡

‖‥･yOuWillhelpmeoutwhenIaminapuzzle･り

"Doyougetintopuzzles,Still?"saidhesmiling.

HNotexactlyapuzzle,perhaps一州rifIdoIcommonlyworkit out-butIoften

launchoutuponaseawhereIdarenottrust〝ツOWnnaVigation,andamfaintolower

Sailandtb血旨humblybackt6■theshore;buthowI､蜘illtakethepilotalong,りshesaid



joyously,-"andsaileverywhither･"(577)(イタリックは筆者)

エレンはもはや人生の舵を自分でとらないのである｡

エレンはジョンに出会う前の少女時代､独立心旺盛な勇気ある子供だった｡例え

ば､体の具合が悪く買い物に行けず因っている母の代わりに､自分が一人で店に行

き見本をもらってくることを提案し､それを実行する｡店では誰にも声をかけられ

ず､困って泣き出しそうになるがこらえる｡更には､店員に嫌がらせをされるが､

親切な人の助けを借り何とか目的を達する､とその年頃の未経験な子供にしては出

来た振る舞いをする｡伯母の元を訪れる時も､見知らぬ町に一人放り出され､迎え

もいず困惑するが､途方にくれたり､泣き出す一方ではなく､どうにか目的地に着

くよう行動する｡

しかしながらジョンと出会い､彼を師として敬慕するようになってからは､そう

した気質もあまり見られなくなってしまった｡Van Brunt氏が怪我した折､エレン

は馬に乗り近くの町まで一人で医者を探しに出かけたが､帰り道エレンに恨みを抱

く男に乱暴されかける｡その現場にジョンが通りあわせエレンを助けたこともあり､

ジョンから一人で馬に乗り外出しないようにと厳しく言い渡されてしまう｡以後､

エレンは本当に受動的なジョンの僕のようになってしまう｡言い換えれば､彼女は

ジョンのつくりあげる通りの人物になっていく■のだ｡これは似たところでは､例え

ばr源氏物語』で源氏が紫の君を自分好みの女性に育て上げていく関係を思い起こ

させるが､ここで決定的に違うことは､エレンは単にジョンを愛しているからでは

なく､彼が神の声を代弁しているのでジョンに絶対的に従っているということであ

る0結果､エレンはどんどん模範的なクリスチャンになっていく｡スコットランド

で祖母や義母達があの子は宗教に心を煩わせすぎる､子供らしく他の子供達と交わ

らないと不満を述べ､少女の表情が明るくないことを嘆くのである｡確かに､ヨー

ロッパに来てからは､"graVe"という､ジョンの表情･振る舞いを特徴づける形容詞

がエレンにも使われ始める｡実際､ジョンは久しぶりにエディンバラで会ったエレ

ンが､そういった落ちついた表情をたたえているのをそっと見て大変満足する｡

Theexpressionofherfacetouchedandpleased[Jolm]greatly;itwaspreciselywhat
hewishedtosee･Withouthavingtheleastshadowofsormwuponit,therewasina11

itslinesthatslngularmixtureofgravityandsweetnessthatisneverseenbutwhere

religionanddisciplinehavedonetheirwork･Well;thewrltlngOfthewisdomthat

lookssoberly,andthelovethatlookskindly,Ona11things(559).

そもそもアリスやジョン達は､作品に現れた時からいつも上品で､完壁な英語を話

し､行いも正しくと他者から浮いた感じを与える｡それはエレンがどんなに不平を

言ってこぽしても､動ぜずに"Pray"の一言しか言わず､神の道に従うことから絶対

に外れないアリスの例が示すような堅固なキリスト教的鍛錬の賜である｡13 従っ
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て､何があろうと己の信仰が揺るがなくなる頃､エレンも他人には"grave"と映る重

厚さが身につき､アリス､ジョンと同様な人とは異なる印象を与えるようになるの

だ｡

しかし聖者らしくなったエレンより､子供の頃の溌刺としたエレンの方が人間的

魅力に溢れていたように思われる｡これも作者の無意識的意図なのかどうかは定か

ではないが､エレンの最大の欠点とみなされる-"paSSion"一激情を爆発させている

頃の方が､キャラククーとしては説得力があると思われる｡理不尽なことへの怒り､

例えばエレンの答えたくない問いに､何がなんでも答えろと言う意地悪なhr山ne伯

母に向かって"Stop!Stop!‥.yOumuStnOtSpeaktomeso!.‥IfmammaOrpapaWere

hereyouwouldnotdaretalktomeso."(159)といった口答えなぞ､実に胸のすく活躍

ぶりともいえまいか｡もっとも､この作品は教訓書であり､子供が逆境で怒るばか

りで何の解決法も示さないのでは､本来の役目'を果たさなくなってしまう｡そこで､

エレンはクリスチャンにならなくてはいけないのだが､それにしても彼女は子供な

のにあまりに宗教がかってしまったのではないだろうか｡

更にエレンとジョ･ンの結婚に非を打つならば､DormaM.Campbe11も指摘している

ように､これは近親相姦の感が否めないことが挙げられよう｡14 エレンとジョン

は設定上いちおう義兄妹ということになっている｡お互いを"brother""sister"と呼

び合い､相手のことをそのようにみなす｡だが､初めの出会いには注目したい｡

川ThenifIamtobeyourbrotheryoumustglVemeabrother,sright,yOuknow,けsaid

【John],drawinghergentlytohim,andkissinghergravelyonthelips･

ProbablyEllenthoughtthere☆asadifferencebetweenJohnHumphreysandMr･

VanBrunt,Ortheyounggentlemenoftheapple-Panng;fbrthoughshecoloureda

gooddeal,Shemadenoo叫ectionandshowednodispleasure(274)･

エレンがジョンから挨拶のキスを唇に受けた時､VanBrunt氏の時の様に嫌がらず､

むしろひどく赤面したとあるように､ヒロインの控えめな積極性､恥じらいの感じ

が何かしらsensualな関係を連想させる｡そして､日頃のスキンシップをはじめ､久

しぶりに会った時にジョンはキスもしてくれないと不満に思うエレンの幼い恋心は

義兄妹の関係がそれ以上のものになることを予期させる｡そもそもアリスの弟への

愛情も非常に深く､弟の不在を恋人の不在の様に悲しみ､再会している時の寄り添

い方も又､恋人のそれを思わせ､二人の関係､特に姉から弟への思いも何かしら近

親相姦的愛情を感じさせなくもない｡

乃e耶de,耶de仲brJdで､とりわけ現代の読者がおそらく大変不満を覚える点は､

母→アリス→ジョンという導き手の元を離れた後､スコットランドで不信心なリン

ゼイ家の面々に精神的試練を与えられ､それらを見事に独力で切り抜けたエレンは

自己統制能力を持ち､精神的に成長した女性になったはずなのに､ジョンが現れる

と全権を彼に委ねてしまうことである｡一度巣立ちした若鳥が又巣の中のひな鳥に



ト
なってしまった様であり､彼女の行為は退行的にも思われる｡岱 確かにエレンは

クリスチャンとしては理想の姿に近づいたとみることもできるし､多くのヒロイン

達が求める｢結婚｣という望ましいゴールに到達したともいえる｡そして､こうし

たことは､作品の目指すところでもある｡しかしながら､それはヒロインがただ信

心深くなった､幸せになったというよりも､彼女の｢個性｣を消し､独立独歩の精

神を捨てるという代償を払うことを意味するのだ｡ジョンという聖職者との結婚は

以上のような退行的変容を決定づ右ナるかに思われる｡ジョンは繊細で学者肌の牧師

という訳ではない｡馬の調教が得意であったり､肉体的に達しく､エレンを乱暴者

から救う場面では､腕っ節の強さも証明している｡しかも"伊mpOWder"とあだ名さ

れる程､内に激しさを秘めてもいる｡もとよりクリスチャンとしてはエレンの厳格

な師である上に､こうした文字通りの力強さを見せられると､ジョンはエレンの支

配者であるという印象が一層強まる｡逆に言えば､この様な男性を夫･師と仰ぐエ

レンは立場がますます従になり､自己が消去されていくのだ｡

かくしてエレンの成長ぶりやハッピーエンドに思われるエレンとジョンの結婚に

も又､納得いかない点が指摘できるといえよう｡19世紀半ばのアメリカにおいて､

家庭とは信仰生活における基盤でもあり､女性にとって家庭を守ることは道徳･社

会秩序を守ることにつながるので､重要な仕事であった｡Wamerもその認識はあっ

たはずだが､一見健全そうに思われるが実はい.び?な人間関係を提示している

Wamerの筆致は､本当は彼女が｢教訓的な｣作家になり切れなかったことを暗示し

ていると考えられる｡いくら宗教という精神的支柱を得たとはいえど､突然の社会

的失墜という苦い経験は､作者にtraumaを遺したはずだ｡物語を書くのは家計のた

め､ひいては社会的上昇を達成し､心の傷を癒すためだったろう｡結果としてベス

トセラーを生み出したが､あくせく抹香臭い物語を書き続けるより､かつての優雅

な生活を引き続き送っていたかった､というのがWamerの本音ではないだろうか｡

そんなWamerを｢教訓小説作家｣の範時に閉じこめ､彼女の作品に｢教訓小説｣と

いうレッテルを単純に貼って読むのでは､作者･作品の充分な理解は望めないので

はないか｡作品の｢都会対田舎｣といった側面に限らず､彼女の措く完結しない幾

つもの家庭､不自然な結婚の形に見出される作品の歪みも又､作者の精神的苦闘の

跡であり､かつ､抑圧された欲望の表象と考えられる｡クリスチャンだから､或い

は､教訓作家だからといって､人生において必ずしも楽ではない｢正しい｣道を

Wamerはすんなり歩めたわけでもないだろう｡そんなジレンマを作品は語らずして

語ってしまっているのではないだろうか｡
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